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研究成果の概要（和文）：

在来魚の繁殖場であるヨシ帯の形状を崖状から傾斜地形に変えたところ、4-5月の高水位時に

は、崖状の対照地より多くのコイ科卵、仔稚魚が採集されたが、水位が人為的に低下する6月以

降、外来魚仔稚魚が増加した。またヨシ帯表土をすき取った場所では、ヨシの発芽時期以前に地

面が干出した場所のみでヨシが再生した。在来魚の繁殖環境改善およびヨシ再生には、水際のヨ

シ帯の形状を緩やかな地形に修復するだけでなく、繁殖や生育に配慮した水位操作が必要である。

研究成果の概要（英文）：

To improve the reproductive habitat of the indigenous cyprinid fishes, we modified the steep shore of the

Phragmites australis reed bed into gentle slope, by scraping off the surface soil. More numerous

spawned eggs and larvae of the indigenous cyprinid fishes were found in the experiment areas than in

control of steep shore, from April to May. But, alien fish larvae dominated there in the subsequent

June to August, when the water level was kept artificially low. On the other hands, P. australis grew on

the area where water level was below the surface soil at least once, during the period it came out from

rhizome. This indicates that conservation of the indigenous fishes and plants requires not only habitat

rehabilitation but also water level control based on their ecological characteristics.
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１．研究開始当初の背景

日本の淡水域は、河川改修などの地形改変、

人為的水位操作、オオクチバス、ブルーギル

など外来魚の侵入・増加など、人間活動の影

響を大きく受けてきたため、在来生物相の劣

化が著しい。実際、日本在来の純淡水魚種の

2/3 が生息する琵琶湖では、琵琶湖固有種の

約 80％が環境省レッドリストの絶滅危惧種、

準絶滅危惧種、希少種に指定されている状況

で、既存の外来魚駆除対策に加え、在来種の

新たな保全策の開発が緊急の課題となって

いた。

２．研究の目的

琵琶湖では、湖岸の開発に伴う地形変化と

その後の夏期低水位、冬期高水位という厳格

な水位操作が水辺のヨシ帯の断面形状を変え

たことが、外来魚がすみやすく、在来魚がす

みにくい環境構造をつくり出し、在来の湿地

性植物が生育しにくい環境に変わったとの仮

説に基づき、ヨシ帯の断面形状を修復するこ

とで、コイ科魚類の繁殖環境改善効果を検証

するとともに、ヨシ帯の再生手法について野

外実験を行うことで、在来の生物群集を回復

するための手法を確立し、効果について評価

を行うこと。

３．研究の方法

琵琶湖周辺の湿地帯である「西の湖」で、

2010 年度に民地を借り上げ、野外実験のため

の 2種の工事を行った。それらの効果を検証

するため、2010 年度に実験地で事前調査を行

うとともに、その周辺に対照地を設け、

2011-2012 年度に比較調査を行った。

実験１では、コイ科等在来魚の繁殖環境改

善のため、繁殖場である湖岸のヨシ帯をすき

取り、緩やかな地形に修復する工事を行い、

工事前の 2010 年、工事後の 2011 年，2012 年

の3年間にわたり、コイ科の産卵期である4-8

月に魚卵および仔稚魚の分布調査を行った。

実験２では、実験１と同一場所および別の

場所の２カ所でヨシ帯をすき取る一方、すき

取った土砂を盛り土し、すき取りや盛り土が、

その後のヨシ Phragmites australis の生育に与

える影響を明らかにするための工事を行い、

2011-2012年にヨシの生育期である4-10月に

ヨシの成長量を測定した。

４．研究成果

実験１では、実験地とその近傍に設けた対

照地で調査したところ、2011年は実験地・対

照地とも外来魚のブルーギル仔稚魚が、2012

年は外来魚のオオクチバス仔稚魚が多く採集

された。しかし、実験地のコイ科卵、仔稚魚

数は、対照地より多かった。ただ実験地でコ

イ科卵や仔稚魚が多く採集された期間は、琵

琶湖水位が比較的高く維持された4-5月に限

定され、水位が人為的に下げられた6月以降は、

コイ科魚類の本来の産卵ピークである6，7月

でも、実験地内で外来種のアメリカザリガニ、

ブルーギルやオオクチバスの仔稚魚が卓越し

た。

そのため在来魚の繁殖環境改善には、水際

のヨシ帯の形状を緩やかな地形修復すること

に加え、6月以降、水位を高く維持することが

必要だと考えられた。

また実験地・対照地の両方に、人工産卵基

質であるキンランを設置したところ、いずれ

もキンラン上でより多くのコイ科の卵・仔稚

魚が採集された一方、外来魚仔稚魚はほとん

ど採集されなかった。これらの結果から、水

際のヨシ帯の形状を緩やかな地形に修復する

ことに加え、修復地に人工産卵基質を設置す



るなどの手段を併用することで、在来魚の繁

殖環境をさらに改善できると考えられた。

実験２では、盛り土地ではヨシがすべて再

生したが、すき取り地では、ヨシの発芽時期

以前に地面が干出した場所のみでヨシが再生

した。盛り土地、すき取り地ともにヨシの地

下茎が存在していたことから、ヨシの再生に

は水位との関係が重要だと考えられた。すな

わち、ヨシ再生にあたっては、ヨシの発芽時

期に相当する期間に、ヨシ生育地が少なくと

も一度は干出することが必要であるといえる。

これらの結果から、水辺の在来動植物相の

保全には、地形の修復とともに、これら動植

物の生態特性に配慮した水位操作を行うこと

が重要であることが示された。

なお実験終了後、実験地の河川占有許可期

間等が終了する2013年3月に現状復帰工事を

行った。
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